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平成２９年度 事後評価箇所表 

                                                                      

番   号 ２ 
事 業 名 

（路線名等） 

道路改築事業 国道２５６号 濃飛横断自動車道 

金山下呂道路・和良金山道路 

事業実施  

箇    所 
郡上市
ぐ じ ょ う し

和良町
わ ら ち ょ う

方須
ほ う す

～下呂市
げ ろ し

保
ほ

井戸
い ど

 
全体事業費 

（当初事業費） 

３１９億円 

（２７７億円） 

 採択年度 平成９年度 完了年度 平成２７年度 

 事業目的  

濃飛横断自動車道は、岐阜県郡上市を起点とし、下呂市を経由して岐阜県中津川市に至る延長８０

ｋｍの地域高規格道路である。本事業はこのうちの８．１ｋｍ区間を整備したものであり、県土 

１７００ｋｍ骨格幹線ネットワーク構想の推進、地域間の観光交流や産業振興の推進、災害時に有効

に機能するネットワークの確保を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：８．１ｋｍ  車道幅員：３．２５ｍ×２車線 

主要構造物：ささゆりトンネル Ｌ＝４，８７７ｍ、和良金山トンネル Ｌ＝１，８３０ｍ 

乙原大橋 Ｌ＝１９４ｍ、方須大橋 Ｌ＝８０ｍ 

 概 要 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真① 写真② 写真③
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評価結果  

① 事業の効果  

○郡上八幡と下呂温泉間のアクセス性向上、観光客数の増加 

 ・郡上八幡と下呂温泉間において、国道41号を通行する整備前のルートと比べると、移

動距離が18km、所要時間が25分短縮され、アクセス性が向上。 

 ・郡上八幡と下呂温泉間のアクセス性の向上は、郡上八幡や下呂温泉、沿線の道の駅の

観光客数増加の一助となった。 

 ・本道路を通行した観光客は、所要時間短縮効果や走行快適性などを実感。 

○道路利用者が時間短縮効果を実感 

 ・運送事業者は、下呂市中心部から金山町東地区や和良地区への配達の際に時間短縮効

果を実感。 

○地域住民への効果 

 ・整備に対する満足度、地域にとっての有益性の各項目とも、8割以上が効果を実感。 

 ・特に「日常生活での移動利便性の向上」の満足度が高い。 

○費用対効果分析 

・Ｂ/Ｃは１．０であり、一定の効果が見込まれる。 

② 住民参加・協働による取り組み  

○トンネル名称を地元公募により決定したほか、供用前にウォーキング会を開催し、地域

住民に対して事業の理解と愛着の醸成を図った。 

③ 環境面への配慮  

○環境省絶滅危惧ⅠＢ類および岐阜県絶滅危惧Ⅰ類に指定されているクラガリシダを移

植。その後、モニタリング調査を実施して活着を確認。 

④ 応方針(案)  

○今後の事業評価の必要性 

・今の段階では必要無し。 

○改善措置の必要性 

・今の段階では必要無し。 

○新規事業へ適用すべき留意点 

・貴重種等、必要な環境調査を行い、環境に配慮した事業の実施を推進していく。 
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事後評価 

道路改築事業  

国道256号（濃飛横断自動車道） 

金山下呂道路・和良金山道路 

県土整備部 道路建設課 

平成３０年１月 
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事 業 概 要 

• 起 終 点 ：郡上市和良町方須～下呂市保井戸 

• 全体延長 ：８．１ｋｍ 

• 総事業費 ：３１９億円 

• 事業着手 ：平成 ９年度 

• 完  成 ：平成２７年度（金山下呂道路供用開始：平成２４年７月２４日） 

          （和良金山道路供用開始：平成２８年３月２５日） 

• 幅  員 ：車道 ３．２５ｍ×２車線 

• 道路規格   ：第３種第２級 

 げ   ろ   し    ほ    い   ど  ぐじょう し   わ   らちょう ほうす 

標準横断図 

土工部 

トンネル部 

2 
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郡上八幡、下呂温泉間のアクセス向上、観光客数の増加 

■郡上八幡、下呂温泉間の移動距離が18km、所要時間が25分短縮 

■郡上八幡や下呂温泉、ルート沿にある道の駅の観光客数は増加 

■観光客は、整備後の時間短縮効果や快適性を実感 

下呂市 
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③下呂温泉を訪れる観光客数 

事 業 の 効 果 ① 

9.7万人増加 

6.2万人増加 

2.4万人増加 

(C)岐阜県 
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(km) 

郡上八幡 

下呂温泉 

整備前ルート 

整備後ルート 

距離 所要時間 

整備後 ４４ｋｍ ５０分 

整備前 ６２ｋｍ ７５分 

１８ｋｍ短縮 ２５分短縮 

濃飛横断自動車道 
金山下呂道路・和良金山道路 

○道路整備に対する観光客の評価 

（「良い」「少し良い」の割合） 

 ・所要時間短縮効果 ：９４％ 

 ・走行快適性 ：８８％ 

 ・総合的に見て ：８４％ 

※利用者ヒアリング調査結果より 41 

256 

供用年月 

H28.3 H24.7 
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道路利用者が時間短縮効果を実感（ヒアリング調査より） 

■運送事業者は、下呂市中心部から金山・和良方面への配達の際の 
時間短縮効果を実感 

郡上市 

下呂市 

※下呂市の運送事業所ヒアリング調査結果より 

○下呂市中心部から金山町東地区や和良地区へ

の移動を、国道４１号から濃飛横断自動車道に変

更したことにより、所要時間が短縮されました。 

○配達時間の短縮に伴い、帰店時間が早くなったこ

とで勤務時間が短縮されました。 

4 
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事 業 の 効 果 ② 
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(C)岐阜県 

和良地区 

所要時間の短縮 

0 5 10 
(km) 

整備前ルート 

整備後ルート 

41 
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地 域 住 民 へ の 効 果 

アンケート調査結果 

■整備に対する満足度、地域にとっての有益性の各項目とも８割以上
が効果を感じている 

■特に「日常生活での移動利便性の向上」は満足度が高い 

 
【整備に対する満足度】 

5 

【地域にとっての有益性】 

※アンケートは平成２９年１０月に当該路線沿線と下呂・郡上市街地等１，３００票配布し、回収率は約３８％（４９０票） 
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  投資的効果率 

事業の効果 

 ●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約８３％ 

 ●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約１１％ 

 ●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 ６％  

総便益（Ｂ） 

総費用（Ｃ） 
＝ １．０ （全体） 

※費用便益分析マニュアル（国土交通省H20.11）に基づき算出 

 

【参考】その他の事業効果 

  第２次緊急輸送道路に指定（H25.3金山下呂道路、H29.8和良金山道路） 

費 用 対 効 果 分 析 

6 
-9-



住民の参加・協働による効果 

住民の参加・協同による効果 

■トンネルの名称を住民から募ることによる愛着の醸成 

■地域住民の事業に対する理解・愛着を持って頂くため、 

 ウォーキング会を開催 

 ■地域住民に供用区間のトンネル名称募集 ■開通前のウォーキング会の開催 

広報を通じて、関心を持ってもらい、

愛着を生む取り組みとして実施 

地域住民に対し、事業への理解と協力

を得るために実施 

■ウォーキング会の様子 

7 
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■岐阜県環境影響評価条例に基づき環境影響評価を実施 

■例えば、絶滅危惧ⅠＢ類および岐阜県絶滅危惧Ⅰ類に指定されて 

 いるクラガリシダの移植など 

■その後、モニタリング調査を実施して活着を確認 

絶滅危惧種の移植 

移植直後の状況 移植３年後の状況 

モニタリング調査にて活着を確認 

環 境 面 へ の 配 慮 

8 
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○観光拠点の観光客数の増加など、事業効果を確認 

○地域住民へのアンケートでも、８割以上の回答者が、総合的にみて 

 「満足（非常に有益）」あるいは「やや満足（有益）」と回答 

 →今の段階では、今後の事後評価は必要なし 

○供用後、大きな事故などは発生しておらず、現段階では改善措置の必要はない。 

 →今の段階では、改善措置の必要なし 

○貴重種など、必要な環境調査を行い、環境に配慮した事業の実施を推進して

いく。 

対 応 方 針（案） 

◆今後の事後評価の必要性の有無 

◆改善措置の必要性 

◆新規事業への適用すべき留意点 

9 
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